
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

葉っぱには瑞々しい物、水分が抜けている物、形、色、大きさなど、色々な葉がある
ので目で見ても綺麗で触って見たいと思えるように、並べ方を工夫した。触っていい
のかと、手を出さずに見ていた子ども達も、保育士が葉を触る様子を見せることで興
味を持ちはじめ、握る、揺らす、ちぎる感触を始めることができた。
０歳児でどこまで「問い」ができるか難しかったが「つるつるしているね」「カサカ
サ音がするね」など感触と言葉がつながるようなやり取りをしたり、子ども達が「感
じる」ことを経験できるようにたくさん触れるようにした。今回、秋ならではの季節
を感じながら感触を経験できたので良かった。触るもの、感じる物が初めてだと思う
ので、素材が綺麗なもの、色合いなど目で見てわかりやすいように設定するとよいと
思った。言葉かけも会話ができない年齢なので、問いが難しいがその場面に合う言葉
を選ぶと良いのではと思った。

・瑞々しい葉、水分が抜けた葉、いろいろな種類の葉をバラバラになるよ
うに３か所(木目の四角い板2枚・ソフトマットを横に細長く並べ)に設定
する。保育士に誘われるまで座って様子を見ていたが、葉が揺れる様子、
握るとかさかさと音がすることに興味を持ち、自分から葉を触りはじめ
た。保育士に「おおきいね・赤いね・カサカサ音がするね」など1つ1つ
確認するように言葉をかけられることに耳を傾けながら、握ったり、ち
ぎったり、集めたりじっくり感触を楽しむ姿が見られた。
・バケツの中に乾燥した葉をたくさん入れたものを用意すると、バケツの
中に手を入れカサカサの音や感触をダイナミックに味わっていた。

0歳児…感触（葉っぱ）

・園では感触をテーマにして取り組んでいる。前回はトウモロコシの素材を使い
髭や皮の感触に触れた。今回は興味がある物に手を伸ばし探索活動を楽しめるよ
うになってきた子ども達に銀杏の葉、紅葉、南天の葉など季節を感じられる物、
乾燥した葉にじっくり触れて感じて欲しいと思った。

２.活動スケジュール

・４名で参加する
・並べた葉っぱやたらいに入った落ち葉に触れたり,ちぎってみる。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

2024.11.21

・葉が置いてある所へ行き
興味のある葉を手にとる。
・色々な場所に葉があるこ
とに気が付き、どれを触ろ
うかなという表情を見せな
がら選ぶ。
・保育士が葉を持ち、揺ら
したり、カサカサと音をた
てるのを見ていると、興味
を持ち始め自分から触るこ
とができた。
・南天の葉を見つけ嬉しそ
うに手にすると揺らしてみ
たり、葉の隙間から周りの
景色を覗いていた。
・保育士がランタンに葉を
透かしていると、すぐに興
味を持ち、ランタンを覆っ
ている紙の隙間に葉を入れ
て葉の様子を見ていた。
・大きい葉を見つけ茎にさ
わり揺らしたり、頭の上に
乗せ、葉を落とさないよう
にじっとしたり、わざと落
とす感覚を楽しむ。・銀杏の葉、紅葉を事前に押し花にし乾燥させておいたものと、新鮮な

物、乾燥した葉っぱなど色々な状態の物を用意しておいた。
・葉を木目調の木の板の上に綺麗に並べたり、手に取りやすいようにスポ
ンジマットの上に並べる。
・２つのたらいの中に乾燥した葉をたくさん入れておいたものを用意して
おく。

4.探究活動の実践

＜活動内容＞


